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今年度要求のポイント

670

13,817

養護教諭夏季休業中対応

支援学校腰痛軽減対応

初任者研修対応

主な要求内容 （単位：千円）

　H　～　H　　

非常勤講師通勤費等 1,749 4,001

670

事 業 費

24年度要求額項目

・問題行動、不登校等は減尐しているが、依然として生徒指導上の課題があるため、
　非常勤講師の配置による学校支援の継続が必要である。
・教科免許外担当者を発生させないため等、非常勤講師の配置によって、円滑な教育
　活動を行う等により、児童生徒の育成を保障する。
・新規採用者が増える中、初任者育成は極めて重要であり、初任者の資質向上のため
　に非常勤講師の配置は必要である。
・新学習指導要領が示している教科の専門性を確保するために非常勤講師の配置は
　必要である。

23年度予算

26,915

事業の継続

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 60,861

事業の継続 事業の継続

【経過（～23年度）】

講師バンクセンター

38,340

7,019

0 6,805

7,128

670

0 15,624

38,340

1,367

7,617

新学習指導要領対応

5,273

緊急課題対応 9,570

9,960

内容・積算等

事業期間

【24年度】

・不登校、問題行動等生徒指導上の課題が多い中、本市公教育への信
　頼を高めるため、非常勤講師を配置し「豊かな心と健やかな体を育
　成する」指導の充実に取り組む。
・学校運営上、適正な教育活動を保障する取組みが必要になる学校に、
　非常勤講師を配置する。
・校内外での研修等へ円滑に参加できるよう、非常勤講師を配置する。
・新学習指導要領が示している教科の専門性を確保するため、非常勤
　講師を配置する。

教職員職場復帰支援事業 6,591

事業目的

事業内容

課題対応（生徒指導軽減）

・生徒指導上の課題を解決し、「豊かな心と健やかな体を育成する」
　指導の充実のため。
・適正かつ円滑な教育活動を保障する取組みが必要であるため。
・初任者の資質向上を図るため。
・新学習指導要領に示されている教科の専門性を確保するため。

小中一貫対応 0

整理番号 38

区分
その他一般施策

－

関連事業

事 業 名

マスタープラン
３つの挑戦

平成22年度決算額

670

平成23年度予算額
学校教育活動支援事業（政令市）

平成24年度要求額

全体事業費

60,861

マスタープラン

施策番号
3- 074

(単位　千円)

教育委員会事務局総務部教職員課4
局・課名


